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農
家
を
営
み
30
年…

…
…

　

昔
、
私
が
小
学
校
に
通
っ
た
頃
は
、
所
々
に
野
菜
畑
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
は
珍
し
い
く
ら
い
で
す
。
今

の
子
ど
も
た
ち
は
、
年
中
ス
ー
パ
ー
に
野
菜
が
あ
る
た

め
、
季
節
感
が
分
か
ら
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
近
年
で

は
共
働
き
が
多
い
た
め
、
農
家
の
野
菜
畑
ま
で
が
遊
休
地

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
、
遊
休
農
地
が
増
大
し
て
い
る
な
か
で
、

後
継
者
不
足
な
ど
で
農
業
離
れ
は
時
代
の
流
れ
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

農
業
は
、
単
に
食
料
の
生
産
だ
け
で
は
く
、
環
境
の
保

全
、
自
然
、
文
化
な
ど
の
提
供
を
含
め
た
産
業
で
あ
り
、

自
ら
が
経
営
者
で
あ
り
労
働
者
で
も
あ
り
ま
す
。

　

不
況
の
な
か
、
議
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
市
産
業
の
発

展
の
た
め
に
農
・
工
・
商
業
が
一
体
と
な
っ
て
発
展
で
き

る
よ
う
に
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

景
観
に
思
う田村市滝根町

二瓶　賢一さん

　

議
会
と
市
民
の
皆
様
を
つ
な
ぐ
情

報
源
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
親
し

ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
議
会
に
対
す
る
積

極
的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

編
集
後
記

市 民 声の

シリーズシリーズ

◆
発
行
・
責
任
者
：
田
村
市
議
会
議
長
　
吉
田
　
豊
　
◆
編
集
：
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
〒
963-4692　

福
島
県
田
村
市
常
葉
町
常
葉
字
町
裏
１
　
（
0247）77-2261　

◆
印
刷
：
イ
シ
イ
印
刷（
大
越
町
）

☆田村市議会ホームページアドレス☆
http://www.city.tamura.lg.jp/ta_gikaijimu/ta_gikai_top.jsp

編
集
委
員
長　

石
井　

忠
治

副
委
員
長　
　

遠
藤　

正
德

委　
　

員　
　

樽
井　

義
忠

　
　
　
　
　
　

菊
地　

武
司

　
　
　
　
　
　

橋
本　

紀
一

　
　
　
　
　
　

村
越　

崇
行

　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

忠

　
　
　
　
　
　

菅
野　

善
一

　市民の皆さんが普段
思っていることや要望など
をシリーズで掲載します。
　担当者がお伺いした際
にはご協力くださるようお
願いします。

　

夏
も
終
わ
り
、

秋
空
の
そ
よ
風
も

さ
わ
や
か
な
今
日

こ
の
頃
。
家
庭
菜

園
の
野
菜
も
夏
か

ら
秋
へ
と
衣
替
え

の
時
期
で
す
。
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平
成
21
年
9
月
定
例
会
が
9
月
1
日
か
ら
17
日
ま
で
の
17
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

冨
塚
市
長
よ
り
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
21
年
度
各
会
計
補
正
予
算
や
平
成
20
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
な
ど
の
議

案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
提
出
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
出
産
に
係
る
被
保
険
者
な
ど

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し

て
出
産
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
平
成
21
年
10
月
1
日
か
ら
平
成

23
年
3
月
31
日
ま
で
の
出
産
に
対
し

て
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を

「
35
万
円
」
か
ら
4
万
円
引
き
上
げ

「
39
万
円
」
に
改
正
す
る
も
の
で
あ

り
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

田
村
畜
産
農
業
協
同
組
合
跡
地
の

土
地
を
取
得
す
る
議
案
が
提
出
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

 

所
在
地　

　

常
葉
町
常
葉
字
上
野
2
番　

他
4
筆

 

地　

積

　

７
，０
８
６
．９
８
㎡　

 

取
得
額

　

３
，４
２
０
万
円

　

平
成
21
年
度
田
村
市
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計

の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
左
表
の
と
お
り
）

平
成
21
年
度
補
正
予
算

田
村
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正

土
地
の
取
得
を
可
決

 201万8千円減 （54億6,901万8千円）

 505万2千円増 （2,135万2千円）

 2,601万3千円増 （30億2,411万3千円）

 422万1千円増 （3億9,602万1千円）

 8,597万9千円増 （7億897万9千円）

 37万5千円増 （2,717万5千円）

 783万7千円増 （12億1,173万7千円）

 49万7千円増 （8,189万7千円）

 188万6千円増 （3億1,588万6千円）

 94万1千円増 （2,564万1千円）

 2,750万5千円減 （13億8,133万6千円）

■一般会計補正予算

■特別会計及び水道会計補正予算

補　正　額
（補正後予算総額）

4億6,394万9千円増
（223億5,779万6千円）

補正の主な理由

歳入…国庫支出金・県支出金の増額、
　　　地方交付税の減額等
歳出…人事異動等に伴う補正、民生
　　　費等の増額

会 計 名 称

特　

別　

会　

計

水 道 事 業 会 計

補正額 （補正後予算総額）

国民健康保険

老 人 保 健

介 護 保 険

後期高齢者医療

滝根町観光事業

農業集落排水事業

公共下水道事業

授産場事業

診療所事業

介護認定審査会



3　田村市議会

　

平
成
20
年
度
田
村
市
の
各
会
計
決

算
を
審
査
す
る
に
あ
た
り
、
各
議
員

が
全
て
の
決
算
に
つ
い
て
審
査
す
る

た
め
の
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

（
委
員
は
左
表
の
と
お
り
）

●
決
算
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　

先
𥔎　

温
容

　
　

副
委
員
長　

白
石　

治
平

　
　

委　
　

員　

大
和
田　

博

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

正
德

　
　
　
　
　
　
　

樽
井　

義
忠

　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

武
司

　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

紀
一

　
　
　
　
　
　
　

村
越　

崇
行

　
　
　
　
　
　
　

箭
内　

仁
一

　
　
　
　
　
　
　

猪
瀬　
　

明

　
　
　
　
　
　
　

秋
元　

正
登

　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

文
雄

　
　
　
　
　
　
　

石
井　

市
郎

　
　
　
　
　
　
　

石
井　

忠
治

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
元
行

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

忠

　
　
　
　
　
　
　

半
谷　

理
孝

　
　
　
　
　
　
　

橋
本　
　

賢

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

熊
吉

　
　
　
　
　
　
　

本
田　

仁
一

　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

嘉
一

　
　
　
　
　
　
　

菅
野　

善
一

　
　
　
　
　
　
　

宗
像　

公
一

　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
金
洋

　
　
　
　
　
　
　
　

※
議
長
お
よ
び
議
会
選
出
の
監
査
委

員
を
除
く
24
人

●議員発議
・決算特別委員会設置に関する決議について

　（提出者　本田仁一議員）
・政府が自ら決めた備蓄ルールに基づいて、２０万

トン規模の政府米買い入れを求める意見書の提
出について

（提出者　箭内仁一議員）

◆その他の議案
・郡山地方広域市町村圏組合規約の変更について
・訴えの提起について
・土地の取得について

◆条例の一部改正
・田村市国民健康保険条例
・田村市国民健康保険税条例
・田村市農村公園条例

◆補正予算
・平成21年度田村市一般会計補正予算（第3号）、
　10特別会計、水道事業会計補正予算

◆決算認定
・平成20年度田村市一般会計歳入歳出決算、
　各特別会計歳入歳出決算、水道事業会計決算

定例会で審議された議案

すべて、原案のとおり可決

　

平
成
20
年
度
田
村
市
一
般
会
計
・

各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
お

よ
び
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
の
議

案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
認

定
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
決
算
を
認
定

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　

田
村
市
議
会
の
決
算
審
査
の
方
法

は
、
特
別
委
員
会
に
付
託
し
審
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
左
表
お
よ
び
13
ペ
ー
ジ
か

ら
の
と
お
り
）

■特別会計歳入歳出決算及び水道事業会計決算

■一般会計歳入歳出決算

特　
　

別　
　

会　
　

計

歳　入　総　額

水 道 事 業 会 計

会　　計　　名　　称 歳　出　総　額
4,810,162,472円
493,656,698円

2,980,141,702円
293,142,314円
315,994,740円
671,713,690円
29,398,802円
172,588,172円

1,176,585,860円
82,936,482円
302,544,738円
25,276,092円

11,354,141,762円

358,621,639円
369,630,691円

5,210,872,946円
493,656,698円

3,046,655,822円
294,687,514円
315,994,740円
777,693,621円
29,398,802円
172,588,172円

1,176,585,860円
82,936,482円
302,544,738円
25,276,092円

11,928,891,487円

358,265,570円
220,623,226円

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
簡 易 水 道 事 業
滝 根 町 観 光 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業
宅 地 造 成 事 業
公 共 下 水 道 事 業
授 産 場 事 業
診 療 所 事 業
介 護 認 定 審 査 会
　 　 　 計

支　　出収　　入区　　　　　　　　　分 
収　　益　　的（税抜き）
資　　本　　的（税込み）

歳　　入　　総　　額 
歳　　出　　総　　額 
歳 入歳出差引残額 
翌年度へ繰り越すべき財源
実　質　収　支　額

20,718,795,911円
19,684,652,804円
1,034,143,107円
519,021,000円
515,122,107円

19,501,408,935円
18,910,909,375円
590,499,560円
53,953,000円
536,546,560円

1,217,386,976円
773,743,429円
443,643,547円
465,068,000円
△ 21,424,453円

6.2%
4.1%
75.1%
862.0%
△4.0%

平成20年度 平成19年度 平成20年度
増　　減

比率（％）
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■一般会計補正予算
補　正　額

（補正後予算総額）

6億5,772万7千円増
（218億9,384万7千円）

補　正　の　主　な　理　由

歳入…国庫支出金等の増額等
歳出…総務費、民生費、衛生費、土木費、教育費等の増額

■特別会計補正予算

会　計　名　称

授産場事業特別会計

補　正　額　（補正後予算総額）

620万円増　　（8,140万円）

地域活性化・経済危機対策臨時交付金
田村広域イントラネット機器更新事業
常葉老人センター浴室配管工事事業
船引総合福祉センター改修工事事業
道路修繕工事事業
市道改良工事事業
市営住宅解体工事事業
消防団活動服等購入事業
船引小学校体育館修繕工事事業
小・中学校デジタルテレビ・アンテナ購入事業
小中学校パソコン更新事業
図書館情報システム機器購入事業

特別会計

　９月定例会において、請願1件、陳情3件が審議さ
れ、3件を採択しました。
　また、その陳情に基づく意見書を議決し政府関係機関
へ提出しました。

 請　願
○市道洞入〜大林線拡幅改良工事について　【採　択】
　請 願 者　田子屋地域づくり推進会
　　　　　　会長　大橋重信
　紹介議員　石井市郎

　

国
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
少
子
高
齢

化
社
会
へ
の
対
応
、
安
全
・
安
心
の
実
現
、

そ
の
他
地
域
の
事
情
に
応
じ
る
事
業
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
交
付

金
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
交
付
さ
れ
る
交
付
金
（
７
億
８
，

３
４
２
万
７
千
円
）
を
活
用
し
、
実
施
す
る

主
な
事
業
内
容
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
」

　

平
成
21
年
第
２
回
臨
時
会
が
８
月
６
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
や
平
成
21
年
度
授
産
場
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆補正予算
・平成２１年度田村市一般会計補正予算（第２号）
・平成２１年度田村市授産場事業特別会計補正予算（第１号）

臨時会で審議された主な議案

第
２
回
臨
時
会

 陳　情
○現行保育制度の堅持・拡充と保育・学童保育・子育て支援

予算の大幅増額を求める意見書提出を求める陳情書　
【継続審査】

　陳 情 者　福島県保育連絡会　世話人代表者　大宮勇雄
○政府が自ら決めた備蓄ルールに基づいて、２０万トン規模

の政府米買い入れを求める陳情　　【採　択】
　陳 情 者　郡山地方農民連　会長　宗像　孝
○屋内ゲートボール場建設について　　【採　択】
　陳 情 者　発起人　西部老人クラブ　会長　渡辺啓一



お 知 ら せ

5　田村市議会

代
表
質
問

代
表
質
問

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て

行
わ
れ
た
代
表
質
問
を
掲
載
し
ま
す
。

　

会
派
よ
り
、
市
政
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　１２月定例会は下記の日程で開催される予定です。議会は一般に公開され、どなたでも
傍聴できます。
　なお、正式には定例会初日に決定されるため、変更になることもあります。
　くわしくは議会事務局までお問い合わせください。
田村市議会事務局　Tel７７－２２６１　Fax７７－２３９３

12月定例会が開催されます

12月定例会の開催日程（予定）

初日（招集日）
・会期の決定
・提案理由の説明　等

（議案調査）
（議案調査）
代表質問
一般質問

一般質問
総括質疑
議案の常任委員会付託
各常任委員会審査
予算常任委員会審査
事務整理

最終日
・各常任委員会審査結果報告
・議案等の質疑、討論、採決

議　　　場

議　　　場
議　　　場

議　　　場

議　　　場

各委員会室
各委員会室

議　　　場

11月30日（月）

12月１日（火）
12月２日（水）
12月３日（木）
12月４日（金）
12月５日（土）
12月６日（日）
12月７日（月）

12月８日（火）
 
12月９日（水）
12月10日（木）

12月11日（金）

本　会　議

休　　　会
休　　　会
本　会　議
本　会　議
休　　　会
休　　　会
本　会　議

本　会　議

委　員　会
委　員　会
休　　　会

本　会　議

　請願とは、憲法第１６条に規定された国民
の権利として、公の機関に対して要望を述
べる行為で、必ず紹介議員が必要ですが誰
でも提出することができます。
　陳情とは、事実上の行為として議員の紹
介なしで提出するものです。 

 ○請願（陳情）書の書き方と提出方法
　定例会前の議会運営委員会開催日（概
ね開会日の３日前）の前日午後５時まで
に議会事務局へ直接提出してください。
※意見書提出を求める場合は、意見書の

　　案文を添付してください。

請願・陳情について

請願（陳情）書
年　月　日

田村市議会議長
　　　○○○○　様

　　請願者　住所　○○○○○○○○
　　　　　　氏名　○○○○○印

　　　　紹介議員　○○○○○
　　　　　　　　　　（署名又は押印）
　　　　　　　　　　※陳情の場合は不要
　（件名）　○○○○について

　　請願要旨　○○○・・・・
　　請願事項　○○○・・・・



代表質問

議会だより／第１9号　6

　

行
政
改
革
に
お
け
る
現
在
ま
で
の

成
果
お
よ
び
課
題
は
、
ま
た
、
新
た

な
行
政
改
革
大
綱
策
定
の
考
え
は
。

　

平
成
17
年
度
を
起
点
と
す
る
「
田

村
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
組

織
機
構
改
革
に
よ
り
、
住
民
ニ
ー
ズ

へ
の
迅
速
な
対
応
、
責
任
と
権
限
の

明
確
化
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
、
補

助
金
、
助
成
金
の
見
直
し
や
徴
収
嘱

託
員
制
度
の
充
実
強
化
、
定
員
適
正

化
に
向
け
た
職
員
数
の
削
減
、
職
員

給
与
の
見
直
し
、
事
務
事
業
の
整
理

統
合
、
簡
易
水
道
事
業
の
企
業
会
計

移
行
（
水
道
事
業
へ
の
統
合
）
な
ど

に
よ
り
、
税
収
の
確
保
や
経
費
削
減

に
よ
り
効
率
化
が
図
ら
れ
、
健
全
な

財
政
運
営
に
貢
献
で
き
た
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

し
か
し
、
行
政
改
革
に
終
わ
り
は

な
く
、
今
後
も
行
政
評
価
の
導
入
も

含
め
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
新
た
な

行
政
改
革
大
綱
の
策
定
へ
向
け
不
断

の
努
力
を
し
ま
す
。

真
政
会　

箭
内　

仁
一 

議
員

行
政
改
革
に
つ
い
て

質 
問

回 

答

　

医
療
環
境
の
充
実
は
合
併
以
来
、

市
民
の
大
き
な
期
待
で
あ
る
が
、
現

状
お
よ
び
今
後
の
方
針
は
。

　

現
在
、
公
設
と
民
間
、
合
わ
せ
て

22
の
医
療
機
関
の
ほ
か
、
16
の
歯
科

診
療
所
が
あ
り
ま
す
。
総
合
病
院
の

建
設
に
つ
い
て
は
多
額
の
建
設
費
が

伴
う
こ
と
、
医
師
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
、
開
設
後
の
健
全
経
営
な

ど
、
厳
し
い
状
況
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
夜
間
診
療

の
体
制
づ
く
り
（
午
後
10
時
頃
ま
で

の
診
療
）
に
つ
い
て
、
田
村
医
師
会

と
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

不
用
財
産
の
処
分
お
よ
び
賃
借
契

約
の
見
直
し
は
。

　

景
気
後
退
に
伴
う
市
税
お
よ
び
交

付
税
の
減
収
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
市
有
財
産
に
つ
い
て
も
維
持

管
理
費
の
削
減
か
ら
売
却
や
貸
付
の

検
討
を
行
い
、
現
在
2
カ
所
の
売
却

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
廃
校

質 

問

と
な
っ
た
学
校
跡
地
に
つ
い
て
も
、

民
間
を
含
め
た
利
活
用
の
検
討
も
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
賃
借
料

は
1
億
１
千
万
円
で
、
こ
れ
ら
も
精

査
し
見
直
し
ま
す
。

　

行
政
局
ご
と
に
行
な
わ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
の
今
後
に
つ
い
て
、
ま
た

市
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

行
政
局
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

市
補
助
金
、
振
興
基
金
か
ら
合
わ
せ

て
約
２
０
０
０
万
円
の
支
出
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

主
体
や
地
元
の
意
向
な
ど
も
伺
い
な

が
ら
、
地
域
振
興
基
金
事
業
終
了
後

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
市
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
を
集
約

し
総
合
運
動
公
園
を
会
場
と
し
て
開

催
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
せ
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
多
面
的

に
検
討
し
ま
す
。

質 

問
回 

答

回 

答

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
今
後
は

真
政
会　

本
田　

仁
一 

議
員

財
産
の
効
果
的
な

運
用
に
つ
い
て
　

　

新
規
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況
及

び
、既
存
企
業
へ
の
協
力
体
制
は
。

　

現
在
の
経
済
状
況
か
ら
新
規
の
企

業
誘
致
は
極
め
て
厳
し
い
状
態
で
あ

り
ま
す
が
、
㈱
デ
ン
ソ
ー
の
関
連
会

社
を
始
め
、
今
後
成
長
が
見
込
ま
れ

る
、
二
次
電
池
や
太
陽
電
池
な
ど
に

取
り
組
む
企
業
へ
の
訪
問
に
よ
り
情

報
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
6
月
に
設
置
し
た

「
田
村
市
企
業
誘
致
・
立
地
企
業
振

興
対
策
本
部
」
を
中
心
に
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
基
本
に
総
合
的

な
支
援
体
制
を
確
立
し
、
企
業
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

※
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
一
度
の

手
続
き
で
、
必
要
と
す
る
関
連
作
業
を
す

べ
て
完
了
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

（
窓
口
）の
こ
と
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

質 

問
回 

答

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て

質 

問
回 

答
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次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て

行
わ
れ
た
一
般
質
問
を
掲
載
し
ま
す
。

　

５
人
の
議
員
よ
り
市
政
に
対
す
る
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

 

視
察
研
修
報
告

　

次
の
と
お
り
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

 

期　
　

日

　

平
成
２１
年
６
月
２9
日
～
30
日

 

場　
　

所

　

新
潟
県
燕
市
・
妙
高
市

 

研
修
項
目

　

市
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

 

研
修
結
果

　

燕
市
は
、平
成
１8
年
3
月
に
1
市

2
町
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。面
積

約
１
１
０
㎢
で
人
口
は
約
8
万
3
千

人
の
市
で
す
。市
庁
舎
建
設
は
合
併

協
定
書
に「
合
併
後
１0
年
間
の
早
い

時
期
に
吉
田
町
地
内
に
新
た
に
建

設
す
る
。」と
盛
り
込
ま
れ
、平
成
１8

年
度
に
公
募
市
民
な
ど
か
ら
構
成
す

る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、市
長
に

報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。平
成
１9

年
に
は
基
本
構
想
を
策
定
、同
年
9

月
に
新
た
な
建
設
場
所
、面
積
３
６
，

０
３
６
㎡
の
用
地
取
得
議
案
を
可
決

し
、平
成
２0
年
度
に
は
新
庁
舎
建
設

用
地
の
造
成
に
着
手
し
土
盛
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。平
成
２4
年
度
に
完

成
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

妙
高
市
は
、平
成
１7
年
4
月
に
旧

新
井
市
が
1
町
1
村
を
編
入
合
併

し
誕
生
し
ま
し
た
。面
積
約
４
４
５

㎢
で
人
口
は
約
3
万
6
千
人
の
市
で

す
。市
庁
舎
建
設
は
合
併
協
定
を
通

し
、旧
新
井
市
役
所
地
内
に
新
庁
舎

建
設
方
針
が
決
定
さ
れ
、平
成
１6
年

度
に
基
本
構
想
を
策
定
、平
成
１7
年

度
に
基
本
設
計・実
施
設
計
を
策
定
、

合
併
後
の
平
成
１8
年
と
１9
年
度
に

建
設
工
事
が
行
わ
れ
、平
成
２0
年
１１

月
に
基
礎
免
震
構
造
と
災
害
時
の
ヘ

リ
ポ
ー
ト
緊
急
離
発
着
場
を
備
え
、

市
民
と
の
交
流
の
場
と
な
る
コ
ラ
ボ

ホ
ー
ル
や
サ
ロ
ン
を
有
す
る
新
庁
舎

が
完
成
し
ま
し
た
。

（
妙
高
市
）

（
庁
舎
の
施
設
規
模
）

　
　
　

敷
地
面
積　

６
，６
４
９
．６
４
㎡

　
　
　

建
築
面
積　

１
，６
５
３
．２
７
㎡

　
　
　

延
床
面
積　

８
，７
９
８
．９
０
㎡

　
　
　

階　

数　
地
上
６
階　
地
下
１
階

（
工
事
費
）

　
　
　

本
工
事
費　　
　

2１
億
5
千
万
円

　
　
　

外
構
工
事
費　　

1
億
8
千
万
円

　
　
　

用
地
取
得
費　　

2
億
4
千
万
円

　
　
　

備
品
購
入
費　　

1
億
1
千
万
円

　
　
　

そ
の
他　
　　
　

2
億
6
千
万
円

　
　
　

合　

計　
　　
　

29
億
4
千
万
円妙高市役所にて

市庁舎建設検討特別委員会
委員長　橋　本　　　賢

平成20年度における政務調査費収支については下記のとおりです。
※収支残額については、それぞれ返還されております。
（報告書、領収書などは、田村市情報公開条例に基づく開示請求により閲覧できます。）

平成20年度田村市議会政務調査費収支報告

※年度途中に、一部会派人数の異動があり、会派所属議員数と政務調査費交付金額に差があります。

項目・会派名 政　友　会 五　月　会 緑　清　会 至　誠　会 新　生　会 計

○収　入
会派所属議員数

政務調査費交付額

○支　出
研究研修費

調査旅費

資料作成費

資料購入費

広報費

公聴費

人件費

事務所費

その他の経費

合　　　計
収支残額（返還額）

１０名　　

2,400,000円

－　　　

1,570,701円

106,262円

213,378円

257,943円

－　　　

－　　　

－　　　

－　　　

2,148,284円

251,716円

５名　　

1,100,000円

－　　　

855,022円

75,625円

－　　　

－　　　

－　　　

－　　　

－　　　

－　　　

930,647円

169,353円

４名　　

1,040,000円

－　　　

525,970円

9,247円

163,230円

－　　　

－　　　

－　　　

－　　　

－　　　

698,447円

341,553円

４名　　

960,000円

－　　　

482,092円

41,230円

166,805円

－　　　

－　　　

－　　　

－　　　

－　　　

690,127円

269,873円

３名　　

720,000円

213,871円

236,105円

－　　　

13,700円

－　　　

－　　　

－　　　

23,572円

－　　　

487,248円

232,752円

２６名　　

6,220,000円

213,871円

3,669,890円

232,364円

557,113円

257,943円

0円

0円

23,572円

0円

4,954,753円

1,265,247円



一般質問

議会だより／第１9号　8

防災訓練（常葉地区）

歴
史
民
俗
資
料
館
に

つ
い
て

①
田
村
市
防
災
マ
ッ
プ
に
追
加
・
修

正
の
必
要
性
は
。

②
市
民
へ
の
周
知
、
徹
底
は
。

③
台
風
シ
ー
ズ
ン
へ
の
対
策
は
。

①
毎
年
、
現
地
調
査
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
19
年
3
月
の
防
災

マ
ッ
プ
作
成
後
に
、
新
た
に
追
加
す

べ
き
箇
所
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

②
各
組
織
に
よ
る
防
災
訓
練
や
広
報

紙
活
用
な
ど
に
よ
り
防
災
意
識
の
高

揚
に
努
め
ま
す
。

③
災
害
の
未
然
防
止
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
市
民
の
安
全
確
保
、
応

急
対
策
お
よ
び
災
害
復
旧
な
ど
に
迅

速
か
つ
的
確
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

白
石　

治
平 

議
員

質 
問

回 

答

①
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
は
。

②
今
後
の
管
理
運
営
は
。

　
　

  

（
教
育
長
）

①
現
状
を
維
持
し
な
が
ら
、
展
示
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

②
分
散
し
て
収
蔵
し
て
い
る
文
化
財

を
一
括
し
て
収
蔵
、
展
示
で
き
る
施

設
と
し
て
、
統
廃
合
に
伴
う
空
き
校

舎
活
用
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

①
予
防
、
感
染
拡
大
へ
の
対
応
は
。

②
学
校
に
お
け
る
対
応
は
。

①
正
し
い
知
識
と
情
報
を
速
や
か
に

提
供
し
、
そ
の
周
知
徹
底
と
予
防
対

策
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

  

（
教
育
長
）

②
家
庭
へ
の
啓
発
に
努
め
な
が
ら
感

染
予
防
の
徹
底
と
拡
大
防
止
対
策
を

よ
り
一
層
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

質 

問
回 

答

①
市
民
へ
の
周
知
徹
底
と
情
報
収
集

は
。

②
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
中
学
校
等

公
設
の
予
防
対
策
は
。

③
学
校
等
で
臨
時
休
校
な
ど
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
。

①
粘
り
強
く
呼
び
か
け
、
予
防
に
取

り
組
み
ま
す
。
医
師
会
等
と
情
報
交

換
を
密
に
状
況
把
握
し
、
監
視
し
ま

す
。

②
う
が
い
手
洗
い
の
励
行
と
消
毒
液

を
配
置
し
、
家
庭
と
学
校
の
連
絡
を

密
に
し
ま
す
。

③
福
島
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
本
部
教
育
部
が
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
臨
時
休
校
は
複
数
の

学
年
に
学
級
閉
鎖
が
至
っ
た
と
き
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

①
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
統
一
周
波

数
へ
の
移
行
は
。

②
小
中
学
校
の
行
事
や
地
区
の
体
育

祭
な
ど
に
行
政
広
報
を
活
用
の
考
え

は
。

菊
地　

武
司 

議
員

質 

問
回 

答

①
無
線
設
備
の
導
入
年
が
行
政
局
ご

と
に
異
な
る
た
め
、
段
階
的
に
デ
ジ

タ
ル
化
に
移
行
し
ま
す
。

②
大
越
、
都
路
行
政
局
は
、
地
区
分

け
で
き
な
い
機
器
の
た
め
、
限
定
放

送
は
難
し
い
で
す
が
、
今
後
、
行
政

広
報
へ
の
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

①
市
内
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
確
保
は
十
分

か
。

②
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
ま
で
の
流
れ

は
。

③
平
成
20
年
度
に
運
行
開
始
以
来
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要
請
推
移
は
。

①
市
内
に
は
現
在
15
カ
所
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、
離
着
陸
の
最
終
的
な
安

全
が
確
認
で
き
る
場
合
、
機
長
の
判

断
で
公
共
施
設
や
空
き
地
、
農
道
等

に
も
離
着
陸
で
き
る
こ
と
か
ら
現
状

で
十
分
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
消
防
機

関
が
患
者
の
重
症
度
を
判
断
し
て
ヘ

リ
を
要
請
し
ま
す
。

③
市
内
の
ヘ
リ
要
請
は
平
成
20
年
に

23
回
、
本
年
7
月
ま
で
に
25
回
出
動

し
て
救
命
率
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
て

質 

問
回 

答

防
災
対
策
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

対
応
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

対
策
に
つ
い
て

質 

問
回 

答
回 

答

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

質 

問

回 

答



一般質問

9　田村市議会

　

本
市
の
実
態
と
課
題
、学
童
等
夏

休
み
後
、ま
た
敬
老
会
な
ど
の
予
防
と

対
策
は
。

　

感
染
事
例
は
現
在
2
人
で
す
。
課

題
は
今
後
ど
の
程
度
の
流
行
に
な
る

か
、
ま
た
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
が
あ
る

の
か
な
ど
不
明
な
点
が
多
い
が
、
適

切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

敬
老
会
に
は
案
内
用
の
チ
ラ
シ
に
予

防
事
項
を
記
載
し
て
注
意
を
喚
起
し

ま
す
。延
期
、中
止
等
は
今
後
の
拡
大

状
況
を
踏
ま
え
判
断
し
ま
す
。

　

現
在
の
進
捗
率
と
県
と
の
経
費
負

担
割
合
は
、
ま
た
県
よ
り
施
設
移
管

さ
れ
た
後
の
負
担
は
す
る
の
か
。

　

公
共
下
水
道
の
進
捗
率
は
７２
．４
％

で
す
。流
域
下
水
道
事
業
に
お
け
る

県
と
市
の
経
費
負
担
割
合
は
国
庫
補

助
事
業
の
処
理
場
建
設
工
事
に
つ
い

て
は
国
が
６６
．６
％
補
助
し
ま
す
の
で

残
り
を
県
と
市
が
１６
．７
％
ず
つ
、管

渠
工
事
に
つ
い
て
は
国
が
５０
％
補
助

し
ま
す
の
で
残
り
を
県
と
市
が
２５
％

ず
つ
、ま
た
、補
助
対
象
事
業
以
外
の

県
単
独
事
業
に
つ
い
て
は
県
と
市
が

菅
野　

善
一 

議
員

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

質 
問

回 

答

５０
％
ず
つ
負
担
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
２７
年
度
か
ら
す
べ
て
の
施
設

が
県
か
ら
田
村
市
に
移
管
さ
れ
る
の

に
伴
い
、
見
込
額
と
し
て
４
７
億
円

の
財
政
負
担
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
負
担
の
撤
回
・
減

少
、
も
し
く
は
県
に
よ
る
管
理
の
継

続
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
育
成
方
法
は
。

　

生
産
者
と
消
費
者
の
良
好
な
つ
な

が
り
か
ら
生
ま
れ
る
直
売
所
の
振
興

が
地
域
農
業
の
活
性
化
、
安
全
・
安

心
に
つ
な
が
り
、
地
球
温
暖
化
に
も

貢
献
で
き
ま
す
。
今
後
も
直
売
所
の

運
営
指
導
と
新
規
作
物
の
導
入
の
支

援
に
努
め
ま
す
。

　

市
税
、５
，１
０
０
件
３
．３
億
円
、国

保
税
、２
，６
９
９
件
３
．３
億
円
、住
宅

使
用
料
、２
０
７
名
４
千
万
円
、緑
資

源
公
団
関
係
負
担
金
９
千
万
円
等
、計

８
億
５
百
万
円
に
な
り
ま
す
。な
お
、

未
納
対
策
プ
ロ
ジ
ェク
ト
チ
ー
ム
や
県
が

設
置
し
た
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
会

議
等
を
活
用
し
な
が
ら
個
別
訪
問
や

法
的
手
段
を
実
施
す
る
な
ど
、全
庁
一

丸
と
な
って
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

大
丈
夫
か
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

脅
威

質 

問
回 

答

・
福
井
県
小
浜
市
の
「
食
育
教
育
」

導
入
で
子
ど
も
た
ち
の
食
べ
物
に
対

す
る
価
値
観
を
育
む
。

・
山
形
県
高
畠
町
立
二
井
宿
小
学
校

の
「
食
農
教
育
」
で
作
物
を
育
て
な

が
ら
生
き
る
力
を
育
み
、
自
分
た
ち

の
作
物
を
売
買
し
て
経
営
力
も
勉
強

す
る
。「
今
日
の
ピ
ー
マ
ン
は
船
引

南
小
で
明
日
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
滝
根

中
」
と
い
っ
た
こ
と
が
市
一
体
化
の

醸
成
と
な
る
。

・
鹿
児
島
県
志
布
志
市
で
私
立
幼
稚

園
を
経
営
す
る
横
峯
吉
文
理
事
長
の

「
ヨ
コ
ミ
ネ
式
学
育
法
」
に
よ
り
自

学
自
習
を
確
立
す
る
。「
す
べ
て
の

先
﨑　

温
容 

議
員

質 

問

子
ど
も
は
天
才
で
あ
る
。
子
ど
も
を

や
る
気
に
さ
せ
る
4
つ
の
ス
イ
ッ
チ

「
競
争
し
た
が
る
。
真
似
し
た
が

る
。
少
し
だ
け
難
し
い
こ
と
を
や
り

た
が
る
。
認
め
ら
れ
た
が
る
。」
そ

し
て
、「
子
ど
も
を
抱
き
し
め
ず
、

甘
や
か
さ
ず
、
教
え
ず
に
自
分
で
学

ば
す
。」
に
気
を
つ
け
、
子
ど
も
が

や
り
た
い
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
や
ら
せ

る
。」

以
上
の
3
点
を
幼
保
小
中
一
貫
教
育

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
取
り
入
れ
て

は
ど
う
か
。

　
　

  

（
教
育
長
）

　

食
育
、
食
農
、
幼
児
教
育
そ
れ
ぞ

れ
に
、
本
市
に
お
い
て
も
実
践
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
り
、
実
践
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

回 

答

質 

問
回 

答

滞
納
の
実
態
と

　
　
　
今
後
の
対
応
は

じゃがいもの収穫

地
産
地
消
を
目
指
し
て

回 

答

教
育
行
政
に
つ
い
て

食農体験学習
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　７月15日㈬、福島県市議会議員研修会がホテルハワイアンズ（いわ
き市）を会場に開催されました。
　この研修会は、東北市議会議長会および福島県市議会議長会共催による
もので、福島県内市議会議員が一堂に会し、講師による講演を傾聴しました。

◆講師　ジャーナリスト　田中良紹氏
　　　　演題「これからの日本政治の読み方」

議会の動き議会の動き

雇
用
対
策
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

①
雇
用
対
策
と
そ
の
後
の
経
過
は

②
今
後
の
雇
用
対
策
は
。

①
緊
急
経
済
雇
用
対
策
本
部
を
昨
年

12
月
に
設
置
し
、
平
成
20
年
度
は
市

臨
時
職
員
と
し
て
26
人
雇
用
、
今
年

度
は
87
人
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

②
中
小
企
業
支
援
対
策
等
と
併
せ
、

国
・
県
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
実
効
あ
る
対
策
を
進
め
ま
す
。

①
移
動
市
長
室
と
市
政
懇
談
会
で
、

市
や
議
会
へ
の
要
望
は
。

②
地
域
の
要
望
を
聞
く
た
め
の
今
後

の
対
策
は
。

①
平
成
17
年
以
降
の
5
年
間
で
、
移

動
市
長
室
と
市
政
懇
談
会
合
わ
せ
て

21
回
開
催
し
、
延
べ
５
６
７
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
生
活

環
境
整
備
、
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て

支
援
等
で
す
。
議
会
に
対
し
て
の
意

見
は
1
件
あ
り
ま
し
た
。

②
今
後
も
移
動
市
長
室
な
ど
は
継
続

し
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

村
越　

崇
行 

議
員

質 
問

回 

答

①
平
和
教
育
は
、
各
学
校
で
ど
の
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
か
。

②
平
和
教
育
の
位
置
づ
け
は
。

③
「
平
和
祈
念
資
料
館
展
示
室
」
の

見
学
を
各
学
校
に
啓
発
し
て
い
く
考

え
は
。

　
　

  

（
教
育
長
）

①
各
教
科
や
道
徳
で
、
各
学
校
の
教

育
課
程
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
歴

史
や
公
民
の
分
野
を
中
心
と
し
て
世

界
平
和
の
大
切
さ
を
指
導
し
て
い
ま

す
。

②
先
に
述
べ
た
取
り
組
み
を
今
後
も

継
続
し
、
憲
法
、
指
導
要
領
の
趣
旨

等
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
平
和
の
尊

さ
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
き
ま
す
。

③
戦
争
の
悲
惨
さ
や
命
の
尊
さ
を
風

化
さ
せ
な
い
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ

り
、
戦
争
の
史
実
を
認
識
す
る
こ
と

の
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
今
後
各
学
校
の
教
育
課
程
を
見

直
し
、
「
展
示
室
」
を
利
用
し
た
学

習
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質 

問
回 

答
平
和
教
育
に
つ
い
て

移
動
市
長
室
と

市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

質 

問
回 

答

　７月８日㈬、田村地方市町議会議長会主催による議会議員研修
会が三春交流館・まほら（三春町）を会場に開催され、田村市・三春
町・小野町議会議員が一堂に会し、講師による講演を傾聴しました。

◆講師　福島大学経済経営学類教授　阿部高樹氏
　　　　演題「世界同時不況の今考える地域経済の将来」

田村地方市町議会議長会とは…
　地方自治の振興発展を図ることを目的とし、田村市、三春町お
よび小野町の議会議長をもって組織しています。

委員長　橋　本　紀　一　
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市
民
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
、
条

例
の
一
部
改
正
2
件
の
議
案
が
付
託

さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
と
な
っ
て
い
た
陳
情

1
件
、
付
託
さ
れ
た
陳
情
1
件
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
現
行
保
育
制
度
の
堅
持・拡
充
と

保
育・学
童
保
育・子
育
て
支
援
予
算
の

大
幅
増
額
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情
書
」は「
継
続
審
査
」、「
屋

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
建
設
に
つ
い
て
」は

「
採
択
」す
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
　
　

平
成
２１
年
8
月
２0
日
～
２２
日

　
　
　

秋
田
県
横
手
市

　
　
　

青
森
県
つ
が
る
市

・
健
康
の
駅
推
進
事
業
（
横
手
市
）

・
市
斎
場
建
設
（
つ
が
る
市
）

　

横
手
市
で
は
、
合
併
前
の
旧
横
手

市
に
お
い
て
厚
生
労
働
省
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、
上
真
山
小
規
模
健
康
の

駅
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
新
市
で
も

市
民
の
継
続
的
な
健
康
づ
く
り
を

大
・
中
・
小
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
健
康

各
委
員
会 

活
　
動
　
報
　
告

各
委
員
会 

活
　
動
　
報
　
告

総務常任委員会
委員長　橋　本　紀　一　

９
月
定
例
会
委
員
会
審
査

　

総
務
常
任
委
員
会
に
は
、
郡
山
地

方
広
域
市
町
村
圏
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
の
１
件
が
付
託
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
　
　

平
成
２１
年
７
月
２9
日
～
3１
日

　
　
　

秋
田
県
能
代
市

　
　
　

岩
手
県
北
上
市

・
行
財
政
改
革（
能
代
市
）

・
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
を

取
り
入
れ
た
行
財
政
改

革
（
北
上
市
）

　

能
代
市
で
は
、
①
「
あ

れ
も
、
こ
れ
も
」
か
ら

「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」
へ

の
発
想
の
転
換
、
②
全
市

的
視
野
で
見
直
す
べ
き

も
の
は
勇
気
を
も
っ
て
変

え
る
、
③
市
民
と
行
政
そ

れ
ぞ
れ
の
「
自
律
」
を
基

に
、
み
ん
な
が
手
を
携
え

「
協
働
」
し
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
、
と
い
う
３

つ
の
改
革
視
点
に
立
ち
、

63
の
実
施
項
目
に
よ
り
改

革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

北
上
市
で
は
、
平
成
１５

年
度
か
ら
１9
年
度
に
か
け
て
実
施

し
た
行
財
政
改
革
緊
急
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
っ
て
、
職
員
数
の
削
減
や
職
員

給
与
の
引
き
下
げ
、
臨
時
・
非
常
勤

職
員
の
雇
用
抑
制
、
市
税
等
収
納
体

制
の
強
化
な
ど
88
項
目
の
効
果
額

５7
億
６
，
８
０
０
万
円
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
実
績
は
本
市
と
し
て

も
大
変
参
考
と
な
る
も
の
で
す
。

視
察
研
修
報
告

日 

時
場 

所
研
修
項
目

研
修
結
果

市民福祉常任委員会
委員長　佐　藤　　　忠

能代市役所にて

９
月
定
例
会
委
員
会
審
査

の
駅
」と
し
て
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
を
対
象
に
事
業
を
行
い
、
市
民

自
ら
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
を
支
援

し
、「
市
民
行
政
協
働
型
の
健
康
の
駅

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
つ
が
る
市
は
人
口
約
3
万
8
千
人
、

面
積
が
２
３
５
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
平
成
１7
年
2
月
１１
日
に
1
町
4
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

旧
木
造
町
時
代
に
建
設
し
た
斎
場

が
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
修
繕
費
用
が

重
な
っ
た
た
め
合
併
後
の
長
期
計
画

に
基
づ
き
、
新
し
い
斎
場
が
旧
斎
場

の
敷
地
内
に
平
成
１9
年
9
月
に
完
成

し
ま
し
た
。

陳
情
の
審
査
結
果

視
察
研
修
報
告

日 

時
場 

所
研
修
項
目

研
修
結
果

（
施
設
規
模
）

　
　
　

敷
地
面
積　

５
，７
７
１
．１
４
㎡

　
　
　

延
床
面
積　

１
，３
８
４
．７
５
㎡

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
3
階
建

（
工
事
費
）

　
　
　

合　

計　
　　
　

6
億
9
千
万
円横手市役所にて
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産業建設常任委員会
委員長　箭　内　仁　一

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
は
、
条

例
改
正
案
や
訴
え
の
提
起
（
市
営
住

宅
の
家
賃
の
支
払
い
お
よ
び
住
宅
明

渡
し
の
請
求
）
な
ど
議
案
5
件
、
請

願
１
件
が
付
託
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

陳
情
1
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

４
件
と
も
未
納
期
間
が
異
な
っ
て

い
る
が
、判
断
基
準
は
。

　
　

  

（
都
市
計
画
課
）

　

督
促
状
の
送
付
か
ら
最
終
催
告
書

に
至
っ
て
も
、
な
お
全
く
納
付
が
な

く
訪
問
に
も
応
じ
な
い
な
ど
極
め
て

悪
質
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

請
願　

「
市
道
洞
入
～
大
林
線
拡

幅
改
良
工
事
に
つ
い
て
」
は
、
急
傾

斜
地
崩
壊
危
機
箇
所
が
近
距
離
に
あ

り
被
災
時
の
機
能
を
備
え
る
バ
イ
パ

ス
と
意
見
が
あ
り
、「
採
択
」
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
継

続
審
議
さ
れ
て
い
た
「
政
府
が
自
ら

決
め
た
備
蓄
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、

２0
万
ト
ン
規
模
の
政
府
米
買
い
入
れ

を
求
め
る
陳
情
」
は
、
本
年
産
米
の

下
落
を
防
ぎ
、
担
い
手
農
家
を
含
む

米
の
再
生
産
基
盤
を
確
保
し
、
農
家

の
生
活
の
安
定
を
図
る
べ
き
な
ど
と

意
見
が
あ
り
「
採
択
」
す
べ
き
と
決

し
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
　
　

平
成
21
年
７
月
１
日
〜
３
日

　
　
　

岩
手
県
紫
波
町
・
二
戸
市

・
浄
化
槽
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
（
紫
波
町
）

・
葉
た
ば
こ
振
興
策
（
二
戸
市
）

　

紫
波
町
で
は
、生
活
汚
水
処
理
事

業
の
コ
ス
ト
高
や
財
政
面
の
厳
し
い

状
況
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、管
理
型

合
併
浄
化
槽
事
業
を
取
り
入
れ
、民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、平
成
18

年
度
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

　

二
戸
市
で
は
、
平
成
１9
・
２0
年
と

葉
た
ば
こ
販
売
金
額
に
お
い
て
全
国

ト
ッ
プ
と
な
っ
て
お
り
、
専
業
農
家

や
認
定
農
業
者
を
中
心
に
後
継
者
が

育
っ
て
い
ま
す
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、
運
営
等
を
民
間
の
資
金
、

経
営
能
力
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し
て

行
う
こ
と
。

質 

疑
回 

答

文教常任委員会
委員長　石　井　忠　治

訴
え
の
提
起

二戸市役所にて

小浜市役所にて

９
月
定
例
会
委
員
会
審
査

視
察
研
修
報
告

日 

時
場 

所
研
修
項
目

研
修
結
果

請
願
・
陳
情
結
果

　

次
の
と
お
り
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
　
　

平
成
21
年
７
月
28
日
〜
30
日

　
　
　

大
阪
府
箕
面
市

　
　
　

福
井
県
小
浜
市

・
小
中
一
貫
教
育
（
箕
面
市
）

・
食
育
（
小
浜
市
）

　

箕
面
市
は
、
全
中
学
校
校
区
に
お

い
て
小
中
一
貫
教
育
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
と
ど
ろ
み
の
森
学
園

（
施
設
一
体
型
）
で
は
、
義
務
教
育

の
９
年
間
を
３
期
に
分
け
、
１
年
か

ら
４
年
を
前
期
と
し
て
学
級
担
任

制
、
５
年
か
ら
７
年
を
中
期
と
し
て

段
階
的
に
教
科
担
任
制
、
８
年
か
ら

９
年
を
後
期
と
し
教
科
担
任
制
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
・
小
・
中
合

同
で
の
運
動
会
や
文
化
フ
ェ
ス
タ
を

行
い
異
年
齢
に
よ
る
学
習
や
交
流
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

小
浜
市
は
、
「
御
食
国
（
み
け
つ

く
に
）
若
狭
お
ば
ま
」
食
の
教
育

推
進
事
業
を
実
施
し
、
食
文
化
の
学

視
察
研
修
報
告

日 

時
場 

所
研
修
項
目

研
修
結
果

所管事務調査（広瀬小学校）

　

９
月
８
日
、
学
校
施
設
（
滝
根

小
・
広
瀬
小
・
菅
谷
小
）
の
現
況
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査

習
や
食
に
関
す
る

体
験
、
地
場
産
学

校
給
食
等
を
通
じ

て
、
ふ
る
さ
と
を

愛
し
、
誇
り
を
持

つ
児
童
生
徒
の
育

成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
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予算常任委員会
委員長　半　谷　理　孝

　

予
算
常
任
委
員
会
に
は
、
平
成
21

年
度
各
補
正
予
算
案
12
件
が
付
託
さ

れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

農
地
基
本
台
帳
の
整
備
状
況
は
。

　
　  

（
農
業
委
員
会
）

　

シ
ス
テ
ム
化
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
よ
り
運
用
し
、
毎
年
、
関
係
書
類

を
突
合
し
て
更
新
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、農
地
法
の
関
連
で
、変
更
が
生

じ
れ
ば
そ
の
都
度
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
密
着
型
運
営
委
員
会
に
つ
い

て
の
メ
ン
バ
ー
構
成
と
活
動
内
容
は
。

　
　  

（
介
護
福
祉
課
）

　

田
村
医
師
会
、介
護
保
健
施
設
、市

船
引
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、常
葉
地
域
行

政
区
長
連
合
会
、滝
根
商
工
会
女
性

部
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
銀
河
の
森
福
祉
会
の

代
表
と
、行
政
経
験
者
3
名
の
計
１0

名
で
組
織
さ
れ
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事

業
者
な
ど
の
指
定
や
地
域
密
着
型
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
額
に
つ
い
て

意
見
を
伺
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
質 

疑
回 

答
平
成
21
年
度

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

９
月
定
例
会
委
員
会
審
査

平
成
21
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

質 

疑
回 

答

　

入
洞
者
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、

高
速
道
路
料
金
が
休
日
１
，０
０
０

円
で
も
あ
り
、遠
方
か
ら
の
誘
客
の

た
め
の
広
告
は
。

　
　  

（
商
工
観
光
課
）

　

平
成
２0
年
度
は
県
内
の
広
告
が
中

心
で
し
た
の
で
、
平
成
２１
年
度
は
年

間
広
告
計
画
を
立
て
、
県
内
６
割
、

県
外
4
割
の
経
費
配
分
で
広
告
宣
伝

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

長
期
的
に
考
え
水
道
料
金
の
引
き

上
げ
は
。

　
　  

（
水
道
事
業
所
）

　

料
金
は
、
事
業
量
と
一
般
会
計
へ

の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
抑
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　  

（
農
業
委
員
会
）

　

山
域
で
農
地
と
し
て
復
元
で
き
な

い
状
態
の
場
合
は
、
非
農
地
判
定
調

査
に
よ
る
非
農
地
通
知
書
に
よ
り
地

目
変
更
し
て
植
林
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
の
場
合
に
は
、
農
振
農
用
地

か
ら
除
外
し
て
農
地
転
用
の
許
可
を

受
け
れ
ば
植
林
も
可
能
で
す
。　

　

今
後
、建
設
事
業
の
縮
小
、削
減
、

見
直
し
は
。

　
　  

（
建
設
課
）

　

１0
年
間
の
道
路
整
備
計
画
を
立

て
、
5
年
が
経
過
し
て
お
り
、
合
併

特
例
債
事
業
の
関
係
も
あ
る
た
め
財

源
の
見
直
し
も
考
慮
し
な
が
ら
、
こ

の
5
年
を
機
に
見
直
す
考
え
で
す
。

　　

船
引
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
に
係
る
保
留
地
の
土
地
評
価
見
直

し
の
結
果
は
。

　
　  

（
都
市
計
画
課
）

　

平
均
で
約
6
割
程
度
に
下
が
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

　

小
学
校
遠
距
離
通
学
費
補
助
金
の

基
準
と
対
象
者
は
。

　
　  
（
教
育
総
務
課
）

　

国
の
基
準
と
同
じ
く
4
キ
ロ
以
上

の
通
学
の
児
童
に
対
し
て
補
助
し
、

市
内
で
は
、
瀬
川
小
学
校
１１
名
だ
け

で
す
。

　

決
算
特
別
委
員
会
に
は
、
平
成
20

年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
14

件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
原
案
の
と
お

り
認
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　

新
規
採
用
職
員
を
対
象
と
し
た
職

員
研
修
の
目
的
と
そ
の
成
果
は
。

　
　  

（
総
務
課
）

　

自
衛
隊
研
修
で
は
、
規
律
・
団
体

行
動
で
の
仲
間
意
識
の
醸
成
、
民
間

研
修
で
は
接
客
態
度
等
、
警
察
署
職

員
と
の
交
流
で
は
職
務
意
識
高
揚
を

目
的
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
成
果
が
あ

が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

事
務
用
品
は
一
括
購
入
で
経
費
削

減
を
図
っ
て
い
る
が
、地
元
商
店
街

活
性
化
の
面
か
ら
は
ど
う
か
。

　
　  

（
財
政
課
）

　

各
地
域
振
興
課
に
予
算
を
配
分

し
、
地
元
商
店
街
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

荒
廃
農
地
の
問
題
で
、農
地
で
あ

る
た
め
に
植
林
が
で
き
な
い
の
で

は
。

決算特別委員会
委員長　先　𥔎　温　容

９
月
定
例
会
委
員
会
審
査

平
成
20
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

質 

疑
回 

答
質 

疑
回 

答
質 

疑

質 

疑
回 

答
質 

疑
回 

答
質 

疑
回 
答

平
成
20
年
度

滝
根
町
観
光
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

質 

疑
回 

答
平
成
20
年
度

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

質 

疑
回 

答

回 

答
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農
家
を
営
み
30
年…

…
…

　

昔
、
私
が
小
学
校
に
通
っ
た
頃
は
、
所
々
に
野
菜
畑
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
は
珍
し
い
く
ら
い
で
す
。
今

の
子
ど
も
た
ち
は
、
年
中
ス
ー
パ
ー
に
野
菜
が
あ
る
た

め
、
季
節
感
が
分
か
ら
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
近
年
で

は
共
働
き
が
多
い
た
め
、
農
家
の
野
菜
畑
ま
で
が
遊
休
地

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
、
遊
休
農
地
が
増
大
し
て
い
る
な
か
で
、

後
継
者
不
足
な
ど
で
農
業
離
れ
は
時
代
の
流
れ
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

農
業
は
、
単
に
食
料
の
生
産
だ
け
で
は
く
、
環
境
の
保

全
、
自
然
、
文
化
な
ど
の
提
供
を
含
め
た
産
業
で
あ
り
、

自
ら
が
経
営
者
で
あ
り
労
働
者
で
も
あ
り
ま
す
。

　

不
況
の
な
か
、
議
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
市
産
業
の
発

展
の
た
め
に
農
・
工
・
商
業
が
一
体
と
な
っ
て
発
展
で
き

る
よ
う
に
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

景
観
に
思
う田村市滝根町

二瓶　賢一さん

　

議
会
と
市
民
の
皆
様
を
つ
な
ぐ
情

報
源
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
親
し

ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
議
会
に
対
す
る
積

極
的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

編
集
後
記

市 民 声の

シリーズシリーズ

◆
発
行
・
責
任
者
：
田
村
市
議
会
議
長
　
吉
田
　
豊
　
◆
編
集
：
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
〒
963-4692　

福
島
県
田
村
市
常
葉
町
常
葉
字
町
裏
１
　
（
0247）77-2261　

◆
印
刷
：
イ
シ
イ
印
刷（
大
越
町
）

☆田村市議会ホームページアドレス☆
http://www.city.tamura.lg.jp/ta_gikaijimu/ta_gikai_top.jsp

編
集
委
員
長　

石
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忠
治

副
委
員
長　
　

遠
藤　

正
德

委　
　

員　
　

樽
井　

義
忠

　
　
　
　
　
　

菊
地　

武
司

　
　
　
　
　
　

橋
本　

紀
一

　
　
　
　
　
　

村
越　

崇
行

　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

忠

　
　
　
　
　
　

菅
野　

善
一

　市民の皆さんが普段
思っていることや要望など
をシリーズで掲載します。
　担当者がお伺いした際
にはご協力くださるようお
願いします。

　

夏
も
終
わ
り
、

秋
空
の
そ
よ
風
も

さ
わ
や
か
な
今
日

こ
の
頃
。
家
庭
菜

園
の
野
菜
も
夏
か

ら
秋
へ
と
衣
替
え

の
時
期
で
す
。


